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アンモナイト化石を含む

ここに紹介する標本は当館地質鉱物標本の一つ、アンニ

ナイト化石を含む岩石細工物である。

一見、カタツムリが樹木に群れているかのようにみえる

この標本は、青灰色泥岩に大小16個体のアンモナイト化石

が寄り添うよう密集してついており、その反対側、標本中

央には珪化木もみられる珍しいものである。

置物として利用したのであろうか、化石がよくみえる｡、

う化石の周囲をきれいに削り取ってある。アンモナイト化

石は、中世代白亜紀後期（約6,500万年-9,600万年前）

の間の約2,000万年間に世界的に分布、生息していたとし

われるゴードリセラス属である。

34.0×19.0×18.7cm大°

ソビエト連邦サハリン州ユジノサハリンスク市（旧樺恭

豊原支庁豊原郡川上炭鉱）産。

岩

含化石岩細工物

石細工物
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昭和59年度特別展

、明治維新と北海道開拓展、開催される

開雌中は天気にも恋まれ20,975人の観覧者があり、遠

は沖縄などからの観覧者もあった

昨年度の特別展「北の夜明け展一寛政4年から箱館|淵港

まで一」は社団法人霞会館と共催し成功淫に終了したが、

今回はその読編として「明治維新と北海道開拓展一箱館開

港から明治20年代まで一」というタイトルで北海道開拓記

念館・北海道新聞社を加え、4者で共催した。

会場は、市立函館博物館五稜郭分館のほかに北海道開拓

記念館と小田急デパートの3か所とし、鵡術や調壷・関巡

仙事など全共||#者が実髄的に分担した。

展示のコーナーは「維新前夜の公家大名」・「戊辰の嵐」

「新天地へ」・『風雪の年輪」の4つに分け、当館は主l

r戊辰の嵐」を担当、学芸職員が東北地方などの調査、資

料借用返却を行なった。

五稜郭分館での開催期間は7月15日から8月26日までの

38日間で、途中一部展示替えを行なったが常時約200点力

出品されていた。

特に目を引いていたのは、公家装束で、また岩出山（仙

台聯の支溌）へ冷泉家の息,女が嫁入りしたとき持参した附

花摸様縫箔倫子の打掛･も女性に人気があった。

「戊辰の嵐」では、しゃく･まや錦の御雄に人が災まつ一
いた。

函館図書館や当館の資料も出品され、黒田清隆筆の養蚕

場の看板やCapitolofHokkaido.N.¥V.Holtdel

（アメリカ人技師ホルトの描いた開拓使庁舎）の額も久し

振りに公開された。
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展示作業風景

市立函館博物館蔵品目録

「地質鉱物標本」の発予！

昭和59年12月に蔵品目録の地髄鉱物繭が完成した。自

然科学資料はほとんど展示されていないが、歴史的に尚重な

ものも多く、これから広く活用される坐礎づけができた。

明論の「函館博物場列品目録、鉱物之部」をみると、鉱

物頚・金鉱類・石鉱類・化石顛。が陳列されていた。また、
大正9年12月には、初代の当別トラピスト修道院長岡田需

理衛（ジエラール・フランソワ・プリエール）が収集した

標本2,0”点が鍾頭館市に保存．という条件で函館市教育

会に寄卿になっている。これは、函館図譜館地学室に陳列

されたが、元素鉱物・硫化鉱物・酸化鉱物などのほか、イ

ギリス・フランス・アメリカの化石額とカムチャッカのマ

ンモスの牙などがあり、これらは昭和17年5月の「市立函

館図書館地学関係図書標本目録」に収められている。昭
和30年6月北洋博覧会の物産館が市立函館博物館五稜郭分

館として開館するとき、図書館地学標本室の資料が移され

ている

昭和57年度になり、樋‘1A目鍬の地面鉱物輔作成にあた・

て、北海道教育大学敬授外崎与之氏にご指導をお願いした

旧蔵標本のため、名称が異なるもの、採集地不明のものア

ど未整理の標本が多く、その終理に日数が費やされたが、

先生の、より役立つ目録を．というご好意で､品名､計測

点数にとどまらず、同微の標本であっても、それぞれの冊

状や特徴を明記した一職市民に利用できる内容となった

標本の分顛、観察紀蝕、噸目ならびに記峨噸序、巻末の鈴副

引が和名で統一されるなど細かな配噸で原稿の執荻をいス

だいた

「地衝鉱物標本」は、B5tJ)171頁、図版8頁で、昭

和59年3月31日現在の2,023点が収録してある｡研究機関

図諜館、博物館で閲覧できるここに3年近くの間ご尽

力いただいた外崎与之先生に心からお礼を申し上げます。
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事業報告(59．1．1～59.12.31i抄

◎資料管理・整理・保存
○受入(一部昭和58年のものを含む）
客淵 記 人台他8件9点

【若山徳次郎氏寄m函館.If末広町4－5】

そろばん他2件2点

【膿倉魂氏寄噸・函館市大川町11-10】

ひな人形一式

【石弁つや氏滞納・函館市上野町1-156】

ひな人形一式

【安宅労子氏寄瑚・函館市鍛論1丁目6－4】

掛びな人形他2件11点

【笠原窓夫氏寄鮒・函館市日吉町3丁目2-15】

せいろ1件

【吉田テル氏寄瑚・函館市末広町23-18】

市民 防 姦面他3件4点

【十二栄次郎氏寄附・函館市旭町9－1】

水がめ2{'|：2点

【長谷文縛氏寄剛・I猟鯨市膝吉町11-12】

行板他2件2点

【稲H勝夫氏帯剛・肯繰市桑原学稲葉137のln】

本膳一式

【岩崎康之氏寄綱・函館市高丘町148の.;】

五稜郭之図他6件6点

【菊地和宏氏寄蛎・函館市湯川町2丁目31-11】

湯札他2件3点

【柳沼多蒋哉氏瀞蹴・函館市東山2丁目20-8】

仕 掛け弓1点

【花巻源一郎氏滞賊・心111棚大野町字市渡142の2】

小倉M人一甘板かるた1件

【中村北潮氏寄蝋･大阪117平野区長音六反5丁目8-19-301】

箱 そり1点

【小山健一氏寄胸・函館市港町2丁目11】

樽 1組2点

【'1，山健一氏寄附・函館市港町2丁目1－13】

平塚常次郎先I-近影写鹿1点

【越後麗力セ氏帯鮒・函館市大町6－4】

絵はがき1件12点

【熊木正彦氏寄附・函館市人舟町16-11】

ひな人形1件25点

【佐藤久美子氏寄姻・函館市田家町2－32】

シャンデリア他12件

【小川蛸彦氏寄贈・函館市谷地頭町24-11】

盆 他9件9点

【石向サダ氏寄州・函館.Il楠梗町340の2]】

そ ろばん1点

【佐臓学一郎氏瀞州・函館市他田本町59－6】

手廻しアイスクリームフリーザー他9件9点

【若山徳次郎氏滞胸・函館市元町3－7】

ア ザラシ1点

【若山徳次郎氏寄胸・函館市元町3－7】

測 斌 機1点

【小滝甲子郎氏寄附・函館市新川町20-18】

市民の方々から博物館に

資料がつぎつぎ寄贈される〃
博物館は毎年春に前年度に寄せられた帯畑資料を一

堂に展示し、市民の方々および寄胸者の方に紹介する

「新収蔵資料展」を恒例として開催しております。

昭和58年度には120件の賓料が受入れられ、昭和59

年5月1日から13日まで行なわれた新収蔵資料展では、

特に'1,川合名会社資料や初代渡辺熊四郎の洋行関係資

料が注目されていました．

なお、昭和59年度にもつぎつぎ褒料が帯噛されて曹一

ます
一

エ ゾ占地図1点

【藤田良平氏寄贈・函館市銭勉町300の21】

号 外用鈴1点

【寺沢洋氏寄贈・函館市東山2丁目62-19】

松上鶴他3件3点

【長樺卜セ氏寄贈・函館市中島町26－3】

砥 気トンボ1点

【佐藤孝一郎氏寄瑚・函館市心田本町59－6】

怖 偽板1件4点

【函館市土木部から保管替】

火鉢他12件12点

【高橋さえ氏寄贈・函館市宝来町34-20】

や かん1点

【田代負彦氏寄贈・函館市東川町14－5】

飛人用オーバー他15件

【杉江鉄雄氏寄蹴・函館市美原3丁目8－23】

○整理

児玉コレクション整理（1月～12月）

自然科学漬料整理1月～1-J月）

鑓・小道具資料撮影

○保存

ばく涼

本館(10月l.i日～31日）、分館(10月2日～15日）、

涜料館（10月23日-31日）

瑛壷料〈ん無（10月23日～26日）

○貸出

函館市北洋資料館に資料31件貸出（4月1日～1年間）

「日中街幣展」に志海苔古銭資料20,105点貸出

（3月20日～5月6日大阪市立博物館）

旧函館公会堂に資料2点貸出（4月1日～1年間）

「平福百穂展」に美術資料1点貸出〈10月12日～11月26

日宮城県美術館）

◎展示

○特別展

明治維新と北海道開拓展（分館7月15日～8月26日）
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○企画展

ひな人形（資料館2月12日～3月4日

新収蔵資料展（本館5月1日～13日）

よろいかぶと展（分館5月1日～17日

◎教育普及

○市民講座

桔梗台地の蝿文遺跡見学会（5月27日）

写真で見る街並みをたずねて（6月27日）

アイヌ民族の文様（9月8日）

箱館戦争の跡をたずねて（9月14日）

わら細工を作ってみよう11月18日）

○科学教室

春の星座観測会（5月12日）

太陽の観測会（6月9日）

植物野外観察会（6月23日）

夏の星座と七夕観測会（7月7日）

植物野外観察会（8月3日）

惑星観測とハレーすい坐の話（8月11日）
月の観測会（9月8日）

昆虫観察会（9月22日）

秋の星座観測会（10月6日）

冬の星座観測会11月2日）

○出版

3月5日館報「サラニツプNo23」発行

12月27日蔵品目録4「地質鉱物輔」発行

○調査・視察・団体観覧

2月7日小平市縦会縦l↓視察

2月8日東京都新宿区議会議員視察

4月25日国立民俗博物館褒料調悲

5月24日大分市議会議員一行視察（分館）

5月29日青函市民文化交流婦人視察団視察

5月30日広島市企画調鞍局文化担当視察

5月30日倉敷市議会縦員一行視察（分館）

6月6日宮崎大学教育学部市川教授視察

6月21II熊本市縦会縦''一行視察（分館）

7月4日高山市教育委貝会教育長一行視察

7月11日蝋田市議会縦貝視察
7月15日中田張勤夫同家経済秀同会圭係訪7月15日中岡張勤夫国家経済委頁会主任訪日団視察

（分館）

7月26日八戸市博物館栗村館長視察

7月31日珠州市文化財保謹審議会委員視察

8月3日北海道議会議員一行視察

8月4日北海道環境文化財保存振興議員会視察(分館

8月9日青山学院大学能正敬授視察

8月i;日沖緬遡川豆記者団視察（分館）

8月19日仙台市敬育委貝会賓料綱査

9月4日東北学院大学見学実習

9月19日北海道開拓記念館涜料調査

Il月5日釧路市立博物館洋館長視察

10月7日北海道文化財パトロール増川委員調査

1'月24日北海道埋蔵文化財センター視察

12月1日国立歴史民族博物館溌料綱企

12月4日真狩村教育委員会一行視察

○写真撮影

博物館資料の写真搬影73件

◎調査活動

「五稜郭」「箱館戦争」の調査研究並びに資料収集
西部地区の歴史的調査研究並びに資料収集

◎会議出席
○博物館協議会

博物館協縦会開催（3月7日・4月19日・6月5日）

○博物館大会

日本博物館協会館長会議総会に加納館長出席

（6月28日～29日）

北海道博物館大会に玉地庶務係長出席（7月6日－7日）

◎人事異動

三浦綴主事、宮崎正太郎嘱託、谷口幸一嘱託退職
（3月31日付）

本谷正雄嘱託、佐藤孝一郎嘱託、澗慌猫嘱託発令

（4月1日付）

山下利郎係長函館病院医事課給食係擬に異動

（5月10日付）

王地国雄庶務係長発令（5月10日付）

酒井厚子主事市民部医療助成課に異動（5月28日付

小板節子主事、浪内幸子主事発令（5月28日付）

高橋清嘱託退職（10月1日付）

入館者統計

昭和59年常設展示（59.1.1～59.12.31〉
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